
導入事例 日本インシュレーション株式会社

社内公募でRPAチームを発足。

現場の担当者がロボットを開発し、幅広い部署で導入が進む

（左から）金子 一郎 氏、大橋 裕文 氏（佐々木 崇史 氏はオンラインにて取材に参加）
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Basic

CORPORATE PROFILE
社　名

事業内容

ウェブサイト

日本インシュレーション株式会社

建築・プラント分野における
耐火・断熱材料の製造・販売・
施工

https://www.jic-bestork.co.jp

 建築分野とプラント分野を中心に、耐火・断熱材料の製造・販売・施工を担う日
本インシュレーション。代表取締役社長によるDX推進の呼びかけを機にRPAに着
目し、BizRobo!を導入した。決め手は台数が増えた時にも便利なサーバ型である
こと、操作性に優れたUI、RPAテクノロジーズ社の手厚いサポート体制など。導入
当初から開発要員の社内公募に予想を上回る人数が立候補するなど前向きな空気
があり、現在は情報管理部や工場などで13体のロボットが稼働中。さらに16体の
ロボットが本稼働を控えた最終動作確認段階にある。多数のロボットが稼働し、
社内に知識が定着してきた現在、同社はさらなる活用のためのターニングポイン
トを迎えている。今後はペーパーレスツールとの組み合わせなどでより効果の大
きなロボットを作成するほか、チームのメンバーを開発・運用など得意分野に注
力できる体制作りも進めていく。

- お話を伺った方 -
日本インシュレーション
管理本部経営企画部部長（導入時 管理本部情報
管理部部長）　金子 一郎 氏
管理本部情報管理部係長　佐々木 崇史 氏
生産事業部総務グループ係長　大橋 裕文 氏

Highlight

RPAチームの社内公募へ予想以上の人数が立候補、
現在も新たなメンバーが増え続けている

定時後に行わざるをえなかった作業をRPA化。
担当者が残業から解放された

直感的に理解しやすいUIや、サーバ型に利点を感じて
BizRobo!を導入



IT化が進まない部署でも、RPAなら
活用の可能性があると感じた

　日本インシュレーションでは、
2018年冬に代表取締役社長の吉井智
彦氏から「他社に遅れないよう、我が
社でもDX活用の推進を」という指示
があった。これを受けて当時の管理本
部情報管理部部長だった金子一郎氏
（現在は管理本部経営企画部部長とし
て広報を担当）がAI、IoTなど様々な
技術を検討する中で、RPAに注目。残
業時間の削減、人的ミスの低減、現場
での事務作業の高速化などを狙いに、
導入に着手した。

　「当時はRPAといっても名前を知っ
ている程度でしたが、調べていくうち
にエクセルのマクロが高機能化したよ
うなものだとイメージが湧きました。
これなら、これまでIT化が進めにく
かった営業や工事部門などでも活用で
きそうだと考えました」（金子氏）
　導入するRPAツールの検討は、当時
入社3年目の若手だった管理本部情報
管理部係長の佐々木崇史氏が主導。
佐々木氏は自らRPAの外部セミナーを
受講するなど、以前からRPAへの関心
が高かったという。知名度の高いRPA
ツールを4社比較検討し、今後台数を
増やしていくことを見据えてサーバ型

であること、プログラミング経験がな
くても直感的に理解しやすい操作性な
どを理由にBizRobo!を選び、2019年
秋に導入した。

vv
残業時間削減、人的ミスの低減などを狙いにRPAを導入導入背景
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開発要員を公募、予想以上の社員が
立候補。興味の高さを実感

　最初はスモールスタートでBizRobo! 
miniを1台導入した。導入後は、工場
での課題発掘とロボット作成を生産事
業部総務グループ係長の大橋裕文氏が
担当。佐々木氏は大阪本社、大橋氏は
岐阜工場とそれぞれ拠点が異なること
もあり、半年後には今後を見据えて
BizRobo!miniをさらに1台追加導入し
た。佐々木氏は、「日本語でのサポート
があり、RPAテクノロジーズ社から手
厚いフォローを受けられることもBiz
Robo!を選んだ理由だった」と話す。
 同社は現場の担当者が自分で開発運
用できることを目標に設定。開発要員

を社内で公募したところ、予想を超え
る5人から立候補があった。プログラ
ミング経験がある人もない人もいた
が、いずれも「スキルを身につけること
で、今後の仕事に活かしたい」といった
積極的な理由が多かったという。この
メンバーを中心に、BizRobo!プロジェ
クトチームを発足。これと同時期に導
入製品をBizRobo!miniからサーバ型の
BizRobo! Basicへと移行した。

 プロジェクトチームはその後も参加
者が増え、現在15人。メンバーは全
国各地にある工場や営業所に点在して
いるが、ウェブ会議ツールなどを駆使
して積極的な情報交換を行っている。
半数は一人でロボット開発ができる状
態、残りの半数はeラーニングで基礎
的な知識を学び、これから実践的な技
術を学ぶ段階だ。

BizRobo! miniから導入、現場担当が開発運用できる
ことを目標にBizRobo! Basicへ移行

　　　 を
選んだ理由

金子 一郎  氏

（左から）大橋 裕文 氏、金子 一郎 氏
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非エンジニアのロボット開発担当への
異動など、さらなる活用も

　同社では小さな作業を担うロボット
を多く作成し、メンバーの成功体験を
積み重ねる方針を採用している。佐々
木氏は「プロジェクトチームメンバー
のITリテラシーが日々向上しており、
『他部署の事例を見て興味が湧いた』
と新たに参加を希望する社員も増えて
います。社内全体でRPAに対して前向
きなムードが強くなっていますね」と
手応えを示す。現在も経理部で毎月支
払いがある伝票を自動的に作成するロ
ボット、人事部で社員への有給休暇を
割り振るロボットなどが本稼働待ち。
これらは各部署の担当者が課題に対し

て開発したもので、幅広い部署で導入
と技術の浸透が進んでいることがうか
がえる。
 ロボットの台数が増えてくると目が
行き届かなくなり「野良ロボ」が発生
しがちだが、同社ではこの点への対策
も万全だ。本稼働前にプロジェクト
チームで確認を行うなど、全体の動き
を把握しておくことで、効果のないも

のやうまく稼働していないロボットが
出ないよう管理している。
　21年春には、非エンジニアである
工場の総務部員が情報管理部に異動に
なり、工場のロボット開発担当に就
任。秋には開発したロボットを披露し
合うコンペも予定しているなど、さら
なる活用が進む。
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毎日、定時後に対応していた作業をRPA化。
担当者の残業を解消

対象業務

「小さなRPA」を多く作成し、成功体験を積み重ねた導入効果

現在までに約30体のロボットを
作成、幅広い部署で導入が進む

　現在は情報管理部や工場で13体の
ロボットが稼働しており、他に16体
のロボットが本稼働の動作確認待ちの
状態だ。
　情報管理部では、ウェブ管理サーバ
のバックアップやエラーのチェックを
行うロボットを活用している。導入前
は担当者が毎日、計4つのサーバにパ
スワードを入力してアクセスし、動作
確認を行っていた。作業時間は一日

10分程度と長くはないが、毎日のこ
となので担当者にとっては決して少な
くない負担だったという。これらの作
業をRPA化。ロボットがサーバを自動
的に巡回し、エラーがある時に報告す
るシステムを作成した。
　工場では、その日の製品の出荷量を
記録してシステムにアップする作業を
RPA化している。その日の出荷量など
のデータが完成する定時後でないと記
録ができなかったため、物流部門担当
者が残業して対応していた。BizRobo!
導入により、現在はデータの抽出、転

記、アップロードをそれぞれロボット
が担う。人手作業はほとんどなくな
り、作業時間は15分から5分程度に短
縮。この作業のために毎日していた残
業も不要になった。「毎日の残業から
解放され、担当者がとても喜んでいま
した」（大橋氏）
 その他には、研究部門で使う特許情
報をブラウザ上で検索するロボット、
生産事業部総務グループでは購買業務
の発注ロボットなどが稼働している。

大橋 裕文 氏佐々木 崇史 氏
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前向きな空気の中で、
ロボットの活用は広がっていく

「プロジェクトメンバーを募った時、
最初はどのくらいの人が関心を持って
くれるのか不安でしたが、予想以上に
多くの社員が立候補してくれました。
興味がある人は進んで勉強するので技
術や知識の習得も早い。社内としても
前向きな空気があり、今後もBizRobo!
の活用は広がっていくと感じています
」（金子氏）
 「ロボットは様々なアプリケーショ
ン・サービスを認識できることが重要。

BizRobo!はアプリケーションの認識ミ
スが少なく、カプレットやスケジュー
ル設定の容易さが優れていると感じま
す。開発手法も比較的わかりやすく、
RPAテクノロジーズ社の手厚いフォロー
もあって人材育成も効率的。今後もさ
らなる活用を進めていきたいです」
（佐々木氏）
 「担当就任時、RPAの知識はほとん
どありませんでしたが、RPAテクノロ
ジーズ社のeラーニングやチャットに
よるサポートなどで着実に学んでいく
ことができました。自分がはじめて作
ったロボットが動き、その作業を行っ

ていた担当者が喜んでくれたうれしさ
はとても印象に残っていますね」
（大橋氏）
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さらなる活用に向けたターニングポイント。
今後は他ツールとの組み合わせも検討

今後に
ついて

BizRobo!はわかりやすい操作性や手厚いフォローが魅力現場の声

大きな効果のロボットの作成や、
社内の体制作りに注力する方針

今後について、金子氏は「次のフェ
ーズへと移行するターニングポイント
が来ている」と話す。「BizRobo!を導
入してよかった」と今以上に感じられ
るよう、より効果の大きなロボットの
開発に着手する方針だ。
 中でも、BizRobo!を他のツールと組
み合わせることで大きな効果を生み出
すことを目指している。候補に挙がっ
ているのが、ペーパーレスツールとの

組み合わせだ。同社では、プラント分
野で発電所や工場のメンテナンスを行
う際、現在は現場で用紙に手書きで記
入し、帰社後にエクセルで手入力して
いる。これを、タブレットなどを使っ
てペーパーレス化し、データの管理に
BizRobo!を活用することで、大きな効
果を生み出せるのではないかと期待
する。
　また、活用を進めるにあたって内部
の体制もさらに拡充していく。「現在
は全員を開発者として育成しています
が、開発は自分にはハードルが高いと

感じる人もいます。その人には、仕様
書を作る、各部署での課題を見つける
といった運用面での役割を振っていき
たい。開発と運用、どちらも効率よく
進めていける体制を作りたいです」
（佐々木氏）
 活用事例が増え、メンバーが適材適
所で動けるようになることで、今後は
さらにBizRobo!を使った取り組みが加
速していきそうだ。
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


